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基礎情報学の概要

2-5 超-社会システムとプロパゲーション
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伝達メディアの違いによる影響力(拘束/制約)の差

私的コミュニケーション
(家庭のしつけ、友達関係)

公的コミュニケーション
(学校や職場の関係)
  
マス・コミュニケーション

インターネットによる
　　　　コミュニケーション

会話(電話)、
手紙(電子メール)

口頭、印刷文書

マスメディア

インターネット

伝播メディア

直接的・双方的

間接的・単方向

間接的・双方向

極少数 ⇔ 極少数

少数 ⇒ 多数

少数 ⇒ 大多数

多数 ⇔ 多数

半ば間接的・半ば単方向

特　　徴 コミュニケーションのタイプ

歴史的に登場した順番

一
般
的
な
影
響
力
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プロパゲーション

HACS 3
HACS 1

HACS 2 コミュニケーション

エルンスト・ヘッケルの系統樹 HACSの進化時間
プロパゲーション

コミュニケーション

共時的

共時的

通時的

HACSの変化
HACSの消滅

HACSの発生
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超-社会システム

個人

小社会システム

中社会システム

大社会システム

？

超-社会システム

上位層からの
拘束/制約

マス・コミュニケーション

インターネットによる
　　　コミュニケーション

情報社会

下位層から見ると
構造的カップリング

あらゆるコミュニケーションに
影響を及ぼす

コミュニケーション(メディア)
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インターネットによるコミュニケーションマス・コミュニケーション

超-社会システムを批判的に捉える

内容の妥当性保証

専門的から一般的に

大きな
共同体意識の構築

発信者の利害関係
大きい

発信者の利害関係
少ない

人気/不人気
による選別

人気があるから
　さらに人気が上がる

刺激/非刺激
による選別

評判があるから
　さらに評判が上がる

内容の妥当性不明

細分化された
オンライン共同体

オンラインによる
現実を超えた交流

ポジティブフィードバック

一応 一応

自己責任

補完的関係
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真の意味でのデジタル・デバイド

SNSでは○○と
載っていた

TVでは△△と
言っていた

Aさんは何を言って
いるのだろう

Aさん Bさん

Bさんは何を言って
いるのだろう

超-社会システムを

批判的に捉える能力に
差があると…

共通の現実-像が作れない

コミュニケーションが成立しない

社会システムの崩壊
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社会システムをより良い方向にプロパゲーションさせる

超-社会
システム

個人

社会システム

上位層からの
拘束/制約

下位層から見ると
構造的カップリング

人気を上げたり、下げたりすることで、
　　　マス・コミュニケーションの素材内容を変える。

評判を上げたり、下げたりすることで、インターネットによる
　　　　　　　　　　　　　コミュニケーションの素材内容を変える。

超-社会システムが作り出す現実-像を批判的に捉える英知

他人の現実を想像する力
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終わり


